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Cymbidium mosaic virusおよび Odontoglossum
ringspot virusの伝搬に関する 2，3の実験牢
井 上 成 信
近年ランの営利栽培が盛んになっているが，ウイルス病の発生もまた著しく多く，各地
の農家で栽培株の過半数がウイルス病に侵されている状、況もよく観察された.現在ウイル
ス病の発生はラン科植物の多種属にわたって広く分布している (2，3)が，これはおそ
らく過去の趣味栽培時代で司あった初期において，圏外から度々輸入されてきたランの中に
ウイルス病株があり，それらが伝染源となってつぎつぎに伝搬されたものと思われる.銘
種としてよく知られている CymbidiumAlexanderi 'Westonbirt' F. C. C.は1911年英国
で育成され，わが国にも数多く輸入し栽培されているが，健全なものがなく，世界中の殆ん
どが Cymbidiummosaic病であるとさえいわれている. これはランの増殖法が株分けや
パックバルプによったため，初期増殖の過程でウイルス病に感染したことによるものであ
ろう. Jensen (1951)は米国の Californiaで検査した Cymb.Alexanderi 'Westonbirt' 
のすべてがモザイク病に侵され， また古くから栽培されている Cymbidiumの70%がウ
イルス病で、あったことを記述している. わが国でも古くから栽培されている Cymbidium
や Cattleyaにはウイルス病の発生するものが多い (2，3). これはランの栽培管理が株
分けや植え替えなど一株毎に取扱われるため，人為的な接触伝染によってウイルスが移さ
れる機会が非常に多いことによるものと思われる.その予防手段を確立するためには，ま
ずウイルスの伝搬様式をできるだけ詳しく把揮しておく必要があり，ここにウイルスの伝
搬についての幾つかの実験を行ったので，その結果を報告する.
稿を草するに当り， 終始御指導を賜わった井上忠男助教授に心から感謝の意を表する. また Cym-
bidiumや Cattleyaの実生菌を提供された倉敷市河野新一郎氏に厚〈御礼申上げる.
実験材料および方法
一般にウイルス病の発生が多い CymbiQiummosaic virus (CyMV)とOdontoglossum
ringspot virus (ORSV)を実験の対象にし，汁液接種によって発病させた Cymbidiumと
Catt1eyaの病株をウイルスの伝搬試験に用いた. 汁液接種は常法のカーボランダム法を
用いた. アプラムシの伝搬試験も常法にしたがって行った. ウイルスの検出や感染の有
無は電子顕微鏡による粒子の有無の観察および生物検定によって確認した. 検定植物は
CyMVでは Daturastramonium， ORSVでは Tetragoniaexpansaを用し、，適宜タバ
コ，N. glutinosa. Chenopodium amaranticolor， Cassia occidentalisなどを加えた.接
種試験には Cymbidiumおよび Cattleyaの1.5-3年生の健全な実生苗を用いた.伝搬
*本報告の内容は昭和42年3月，日本植物病理学会において報告した.
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試験その他についての実験法の詳細は各実験項目ごとに記述する.
実験結果
1.ウイルスの汁液接種および接触伝染
汁液簸種
第 1表 病葉汁液および病葉を切ったカミソリの
刃によるウイルスの感染
ウイルス CyMV ORSV 
Cymbidium Cattleya Cymbidium Cattleya 
10/10 10/10 1/10 10/10 
6/8 1/8 4/8 3/4 
5/5 5/5 5/5 5/5 
5/5 4/5 3/5 3/5 
恨
汁液
切傷
病葉を切ったカ 5ソp
の刃で，直ちに健全植物の葉や根を切ることによって，ウイルスの伝搬試験を行った.接
種植物の切傷は， 1)葉では新薬を2""3 mm 3カ所切り込む， 2)根では元気旺盛なも
のを3本切り落す，方法によった.
その結果は第1表に示すように，病葉を切ったカミソリの刃で，健全な Cymbidiumお
よび Cattleyaの葉や根を切ることによって，ウイルスが移された. この方法による感染
は Cattleyaの方が Cymbidiumに比べて高かった.
汁液接種における潜伏期間
第2表に示すように， ウイルスの潜伏期間は CyMVが ORSVより短かく， また植物
第2表 CymbidiumおよびCattleyaにおける CyMV並びにORSVの潜伏期間
接種からの日数
ウイノレス 接種植物 1 26 51 7610t 1151201251301351401 調査数
I 1 I I I I I I 
25 50 15 1∞150 200ぉo3∞350 4∞500 
Cymbidium 2 16 6 1 一 25 CyMV 
Catt1eya 10 10 20 一 ー
Cymbidium 。1 1 1 3 7 1 5 2 1 4 26 
ORSV 
Cattleya 5 10 5 一 一 ー 20 
初発病徴の記録は接種業および全身感染のいずれかによる.
最短日数はいずれも接種糞に現われた病徴の場合であり， CyMVでは Cymbidiumで18日.
Catt1eyaで9日， ORSVでは Cymbidiumで28日， Catt1eyaで9日であった.
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では Cattleyaが Cymbidiumに比べて短かかった. CyMVについてみると， Cattleya 
ではほぼ 3~5 週間であったが， 早い場合9日で接種葉に病徴を現わし， Cymbidiumで
は 1~2 カ月，早い場合18 日で、あった. ORSV の Cymbidium における潜伏期聞は 28~
498日の範囲に及び，著しく長短があった. その短い場合の病徴発現は若い葉に接種し，
その後伸長した接種葉の下部に退色斑として現われた.病徴の発現に半年以上を経たもの
は調査数26株の中17株であり，その中でも 5株は1年以上であった.
ウイJI，.スの保存性
ウイルスの保存性は病汁液の状態で， CyMV では 1~2 カ月， ORSVでは2カ年以上
であることをすでに報告したが (2，3)，その後も継続した実験で， ORSVは4カ年経過
した今日なお病原性が保たれていた.また病汁液を乾燥した状態でも， ORSVは実験を中
止した15カ月後においてなお病原性が保持されていた.
2.根から遊離してくるウイルスの検出
ORSV病 Cattleyaの病株から取出した植込材料の水苔に，健全な Cattleyaの実生苗
を移植したところ， 3本中1本が発病した.この感染は病株から遊離したウイルスが植込
材料に附着残存し，これによって生じたものと考えられたので，つぎのような実験を行っ
た.
病株から取出した植込材料からのウイルスの検出
CyMVおよびORSVのそれぞれを葉に汁液接種して発病した CymbidiumおよびCat-
t1eya の痛株から植込材料の水苔を取出し，これを 1 鉢当り 150~2ooml の殺菌水で 20分
間漫漬洗糠し，ガーゼでしぼって櫨過した.この櫨過水を低速遠沈した後， 7，5oog 20分
間と 70，∞Ogの60分間の分画遠心を2回反覆して，少量の沈澱物を得た.沈澱物は0.02
Mのリン酸 bu任er(pH7.0) の 1~2ml
に溶解した後， 1，000gで15分間遠沈
し， その上清につき電子顕微鏡下での
ウイルス粒子の観察および検定植物へ
の接種試験によって病原性を確かめた.
第3表に結果を示すように， CyMV 
および ORSVの両病株から取出した植
込材料の水苔からウイルスが検出され，
病原性もあることが認められた.
濯水によって鉢底から流出する水からのウイJI，.スの検出
第3表病株から取出した植込材料の水苔および
潜水による流出水からのウイルスの検出
ウイノレス CyMV ORSV 
粒子病原性粒子病原性試料
????? ???? ?? ?? ??? ? + + + 
+ + + 
Cymbidiumではパークと砂との混合に， Cattleyaではパークだけに栽培し，葉に汁液
接種して発病した CyMVおよびORSVの病株のそれぞれに， 300mlの殺菌水を濯注し，
鉢底の穴から流出する水を採集した.この水をガーゼで滞過した後， 7，500 gで20分間遠
沈し，上清を70，0∞gで60分間遠沈して少量の沈澱物を得た.沈澱物は0.02Mのリン酸
buffer (pH 7. 0)の1mlに溶解した後， 1，000gで15分間遠沈し，その上、清につき，電子
顕徴鏡下でのウイルス粒子の観察およひ、検定植物への接種試験を行った.
第3表に結果を示すように， CyMVおよび ORSVの病株に潅水し，鉢底の穴から流出
する水の中にはそれぞれウイルス粒子が検出され(第1図)，病原性も認められた.
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A B 
第 1図 病株に潜水し，鉢底から流出した水を濃縮して得られた
ウイルス粒子 (x30，∞0)
A: Cymbidium mosaic virus 
B: Odontoglossum ringspot virus 
以上2例の実験結果より， CyMVおよび ORSVはともに Cymbidiumゃ Cattleyaの病
株の根から遊離してくることが明らかとなった.これは根がウイルスの感染によってエソ
を生じたり，また古くなって自然に枯死するなどによって破壊され，遊離してくるものと
思われる.
根からのウイルスの検出
CyMVおよび ORSVを葉に汁液接種して発病した Cymbidiumの生長旺盛な根からの
第4表 CyMVおよび ORSVに感染した Cymbidium
ウイルスの検出を行った.根は
の根からのウイルスの検出
水洗乾燥後，先端より 5mm間
隔に切り， dip法で作製した試
ウイルス CyMV ORSV 料の電子顕微鏡観察およびそれ
根の位先端(mかmら) I I E 
の部 粒子病原性粒子病原性粒子病原性
ぞれの根片をすりつぶした搾汁
の検定植物への接種試験を行っ。-'5 + + + + た.
5-10 + + + + + + 第4表に結果を示すように，
10-ー15 + + + + + + 
15-20 + + + + + + 根の先端の切口からの試料には
20-25 + + + + + + ウイルス粒子が認められなかっ
25-30 + + + + + + た場合があったが，別の試料で
30-40 + + + + + + は検出された Dip法で作製し
4トー50 + + + + + + た試料に粒子が認められなかつ
ウイルス粒子の検出は根の切口の dip法で作製した試料 た先端でも，すりつぶした搾汁
の電子顕微鏡観察 の接種試験ではウイルスが検出
病原性はそれぞれすりつぶした搾汁の検定植物への接種 された.その他の各部位の根片
試験 からもウイルスが検出され，一
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見健全に見える生長旺盛な根でも，殆んど先端部までウイルスが分布していることが認め
られた.また根の海綿組織からもウイルスが検出された.
3.虫媒伝染
接種植物には Cymbidiumを用L、，モモアカアブラムシでは30-60分間絶食後， 病植
物を 10分間または 1-2時間吸汁させ，健全植物の幼苗1株に 30匹宛移した.ダニ(禾
同定)では病植物上に自然発生しているものを 20-30匹宛健全植物の幼苗に移し， 3日
間飼育した.アブラムシは Cymbidiumを初め吸汁していたが.それも長く定着せず， 1 
日後には逃亡するものが多かったので，きらにくり返して 2回新しいアプラムシを補充し
て吸汁させた.この実験ではいずれも 5株供試したが， CyMVおよび ORSVはモモアカ
アブラムシおよびダニによって伝搬きれなかった.
4.種子伝染に関する鼠験
花器の各郵からのウイルスの検出
CyMVおよび ORSVに感染発病した Cymbidiumの花器の各部からウイルスの検出を
試みた. 電子顕徴鏡によるウイルス粒子の観察は dip法によって作製した試料について
行ったが，花粉塊だけはこの方法と併用して，すりつぶした搾汁についても検査した.ま
たCyMVでは成熟した実きやおよび
種子についても同ょうの検査を行っ
た.種子は実きやの汁液が附着しない
ようにきやの中間部から種子群として
取出し，すりつぶして搾汁とし検査し
た.
第5表に結果を示すように， CyMV 
および ORSVに感染した病株の花器
におけるがく片，花弁，居弁，芯柱，
ゃくおよび子房からはウイルスが検出
されたが，花粉塊には認められなかっ
た.また突きゃにはウイルスが検出さ
れたが，種子からは検出きれなかっ
た.
穂子伝集
CyMVおよび ORSVに感染した
Cymbidiumの病株に生じた種子を採
第5表 Cymbidiumの花器と種子からの
ウイルスの検出
ウイル'ス CyMV ORSV 
粒子病原性粒子病原性検査部位
が〈片 (Sepal) + + 
花弁 (Petal) + + 
屠弁 (Lip) + + 
芯柱(Column) + + 
ゃく (Anther) + + 
花粉第 (PolUnium) 一
子房 (Ovary) + + 
??????
+ + 
さや (pod)
種子 (S艇の
+ + 
ウイルス粒子の検査で，花粉塊と種子はすりつ
ぶした抑汁について，その他はdip法で作製し
た試料について調べた.
取し，種子伝染の有無を調べた.調査した種子の両親株とウイルスとの関係は第6表に示
してある.種子は採取の際，突きやの汁液が附着しないように注意して取出し，無菌培養
を行った後， 水苔に移植栽培した.調査苗は 1.5-3年生のもので，その間ウイルスの自
然感染には注意した.ウイルス病発生の有無は病徴の発現によって検査し.少しでも疑が
わしいものについては，電子顕徴鏡によるウイルス粒子の検査並び
験を行つた.
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第 6表 Cymbidiumの交配親のウイルスと径子伝染
交雑ウイルス 親 品 種 名
Flのウイルスの発生調査
調査繰数 CyMV ORSV 
Cymbidium Ostrich (~) 
1372 。。
A iCYMV Cymbidium Ostrich (~) 
B icYMV 
Cymbidium Khyber Pass • Jaram' (~) 
1415 。。
Cymbidium A/exanderi • Weltoubirt • ( ~) 
Cymbjdium Khyber Pass • Elegance • (~) 
2035 。。C iCYMV Cymbidium A/exanderi • Westoubirt • (~) 
実験結果は第6表に示す. 交雑A.Bに見られるように， 親株が CyMVの場合1372
株， ORSVでは 1415株について調査したが， いずれも発病が認められず， 種子伝染は陰
性であった.また交雑A，B， Cのように CyMV病株からの花粉塊の交配によって生じ
た種子合計4822株についても，発病したものがなく，花粉伝染も認められなかった.
5. NasPO"によQウイルスの不活化
切花や株分け，移植などの農作業によるウイルスの接触伝染を予防するためには，まず
器具や手指などを消毒する必要がある.洗糠消毒剤としては NasPO"(TSOP)がタパコモ
ザイクウイルス (TMV)やキュウリ緑斑モザイクウイルス (CGMMV)に有効であること
がすでに報告されている (1，5)ので，これを CyMVゃ ORSVについて調べた.
病葉汁液の最終希釈倍数が却倍になるように，実験Aでは4倍希釈の病汁液の一定量
に，水と 3%TSOP液を種々の割合に混合した.TSOP液の混合割合は最終希釈液量に対
し，10， 20， 30， 50および80%用量とした.実験Bでは混合 TSOPの浪度を3%，4 
%. 5%液とし， これを実験Aと同ょう病汁液の最終希釈液に対し， それぞれ却箔と50
%の割合に混合した.病汁液と
第 7表 NaSP04が CyMVおよび ORSVの
病原性に及ぼす影響
病汁液に対する3%NaSP04液の混合割合
TSOP液の混合処理時聞はすべ
て5分間とし，検定植物に接種
して局部病鑑数を調べた.実験
| ウイノレス
A< 
I CyMV 
¥. ORSV 
。%
1362 
1976 
10 20 。。
336 107 
30 50 80 の結果は第7表に示す.。 。 。第7表Aの結果によれば，
88 14 o CyMVは病葉汁液に3%TSOP
( - -- ._~. ~_. _. ...•. --_.-液を 10%以上混合することにI NaSP04の漫度と病汁液に対する混合割合 一
| よって 完全に不活化された.
1ウイルス濃度 0% 3 4 5 
| 圃 A 一一一一一一一一一一一一一一一一一 ORSVは3%TSOP液によっ
I :=豆 0，" 20 田 20 50 20 田B1 割合 てかなり病原性を消失したが，l cyMV 1m 0 0 0 0 0 0印苑混合でもわずかに病原性
ORSV 868 113 7 59 8 33 0 を残した. しかし80%混合で
検定織物.CyMVでは Daturastramonium，ORSV は完全にウイルスの不活化が認
ではおかagonl・aextansa，に生じTこ局部病斑数の合計 められた. 第7表Bの結果で
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も. CyMVは実験Aと同ょう TSOP液の混合によって完全に不活化された. ORSVでは
3%および4%のTSOP液の印忽混合でもわずかに病原性を残したが. 5%液の印%混
合ではウイルスの完全な不活化が認められた.
両実験の結果. CyMVは NasPO，の低濃度でも不活化され， これは病汁液に対する
N匂PO，の0.3%加用量に相当した.ORSVでは完全な不活化が認められた3%TSOP液
の80%混合と 5%TSOP液の50%混合における NaaPO，の量がほぼ同量であり，これは
病葉汁液に対する NasPO，の約2.5%加用量に相当した.
TSOPの CymbidiumおよびCattleyaに対する薬害について，実生苗を3%TSOP液
に5分間漫潰し，後水洗して栽培したが全く異常が認められず，薬害を生じなかった.
考 察
ランのウイルスは株分けや切花に用いられたナイフやハザミなどによって，また呼接ぎ
によって伝搬されることが報告されている(7.8. 10. 1. 13. 14. 15).本報の実験で
も.CyMVゃORSVが病葉を切ったカミソリの刃で直ちに健全な葉や根を切ることによっ
て伝搬された. しかし切傷接種では感染しなかった場合があったが， Cattleyaの感染率
は Cymbidiumに比べて高かった.これは Cattleyaの葉肉部が厚<.かつ新葉が感染し
やすいことに関係があるように思われる.このような切傷法によって， Murakishi (1952) 
は Vandamosaic virusが60%. Jensen (1953)は CyMVが1∞%近く伝染されたこ
とを報告している. 汁液接種では CyMV，ORSVとも高率に感染したが， ORSVだけは
Cymbidiumに感染しなかった場合がみられた. これは ORSVの Cymbidiumにおける
潜伏期聞が非常に長く， 1年以上の場合があり，また葉の感受性がその成熟程度によって
異なることなどによったものと思われるが明らかでない.根に対する汁液接種はいずれも
1∞%の感染率であり，根の感受性は新葉の場合と同ょう非常に高かった.
病株の移植に当って取出した植込材料の水苔に健全なCattleyaの実生苗を移植し栽培
したところ発病した.この感染はウイルスが根から遊離し，水苔に附着残存していたこと
によるものと考えられ，これは病株の鉢から取出した植込材料の水苔や病株に潜水して鉢
底から流出する水の中に，多量のウイルスが検出されたことによって実証された.Cymbi-
diumや Cattleyaの根は古くなると自然に枯死し，また CyMVに感染すると葉と同ょう
根にもエソを生じ磁壊されるので，ウイルスは根から遊離してくるわけである.しかも
ウイルスは非常に安定で‘あり.ORSVは病汁液の乾燥の状態でも 1年以上病原性を保って
いる.これらのことから，病株の鉢から取出した水苔，砂，パークなどの植込材料や植木
鉢は消毒しないで再使用することははなはだ危険であり， また Jensenら(19日〉が指摘
しているように，株分けや移植の際，手指の汚染によってウイルスが伝搬される機会は非
常に多いといえる.Cattleyaのように上段につるして栽培する植物の下には，特に移植直
後などの傷を生じた植物を置かない方が安全であろう.
ウイルスは病株の花器の各部から検出されたが，花粉塊では陰性で、あった.この点は多
数の病纏物についてさらに検討する必要がある. 成熟した突きゃからは検出されたが，
Cymbidiumの種子の搾汁からは検出きれなかった. 種子伝染については CyMVおよび
ORSVに感染発病した Cymbidiumから採種した種子の実生苗を検査したが発病したもの
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がなく，種子伝染は認められなかった.Jensen (1951， '53) は Cymbidium の 1~9 年生
の多数の実生苗について調べ， CyMVは種子伝染しないことを報告している. これらか
ら，実生苗にはウイルス病の心配がないといってきしっかえないが，ランでは未熟種子か
らの無菌培養が行われるので，種子の採取には実さやの汁液が種子に附着しないように心
がける必要がある.
防除試験として Jensen(1951)はCyMVの擢病 Cymbidiumを450Cの温湯に2時間
漫潰し，無毒化を試みたが，効果がなかったことを記述している.前述のようにランのウ
イルスは接触伝染するため， これを少なくするために.株分けや切花に使用された器具を
炎で焼くことがすでに実行され，手指は石ケンでよく洗浄することが望ましいとされてい
る (2，11， 12). TMVや CGMMVの場合，器具の消毒剤として N句PO，が有効であり
(1， 5)， その効果はその高い pHによるウイルスの破嬢作用と考えられる(5). 本報の
実験でも， Na3PO，は CyMVや ORSVに対して不活化作用があり，汚染された手指や錯
具の消毒効果があることが認められた.従って器具は 1 株ごとに 3~4%の Na3PO，液に
浸漬L，つぎつぎと消毒済のものを使用することが，本病の予防上有効であると考える.
繍 要
Cymbidium mosaic virusおよび侃ontoglossumringspot virusの伝搬に関する幾つ
かの実験を行った.
CyMVおよび ORSVは汁液接種によって容易に移されるが，特に若い葉や根の感受性
が高かった.またカミソリの刃で病葉を切り直ちに健全な植物の葉や根を切ることによっ
ても移された.ORSVの病株の鉢から取出した植込材料の水苔に健全なCattleyaの実生
苗を移植したところ， 3本中1本が発病した.この感染は病株の鉢から取出した植込材料
の水苔や，潜水によって鉢底の穴から流れ出る水の中に，病原性のある多量のウイルスが
検出されたことによって理解される.また一見健全に見える根でも，殆んど先端にまでウ
イルスが分布しているが，古くなって自然に枯死し，また CyMVに感染してエソを生じ，
ウイルスが根から遊離するもののようである.ORSVはとくに安定なウイルスであり，病
葉汁液の乾燥によっても 1年以上病原性が保たれる.これらのことから，病株の株分けや
植え替えを行った器具や手指によってウイルスが伝搬される可能性は非常に高いといえ
る.
CyMVおよび ORSVは Cymbidiumの病株で，がく片，花弁，層弁，芯柱，ゃくおよび
子房から検出されたが，花粉塊からは検出きれなかった.また成熟した突さやからも検出
されたが，種子からは検出されなかった. 両ウイルスの病植物から採種した Cymbidium
の種子での種子伝染は認められなかった.なおそモアカアブラムシおよびダエ(未同定〉
を用いた伝搬試験は陰性であった.
病葉汁液に Na3PO'液を混合した場合， CyMVでは3%液を 10%以上， ORSVでは3
%液を80%以上， 5%液を50%以上の割合に混合するとウイルスが不活化し，病株の株
分けや切花などに使用した器具や手指は3% Na3PO'液に漫演することによってウイルス
の消毒効果のあることが認められた.
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